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Ⅰ．事業活動の概要

（１）事業者名及び代表者

株式会社　吉田鍍金工業所

代表取締役社長　山岸　洋一

（２）現在地、連絡先

静岡県静岡市駿河区国吉田1-3-24

TEL 054-261-8869

FAX 054-261-9433

（３）環境保全関係の責任者

環境管理責任者　(工場長)　阿部　陽一

環境管理担当者　(事務局)　吉田　卓馬

連絡先　静岡県静岡市駿河区国吉田1-3-24

（４）事業活動

金属部品の表面処理（めっき）加工

（５）事業規模　（2023年4月27日現在）

従業員　20名(役員含む)

床面積　846.58㎡

（６）対象範囲

活動：金属表面処理（めっき）
対象組織：本社工場(全組織・全活動)
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Ⅱ．経営方針

<経営理念・ビジョン＞

私たちは、「少数精鋭、いまどきの職人集団」の集まる"夢工場"で

「まねの出来ないものづくり」を通じて、顧客・社員・社会にとっての

「なくてはならない会社」を実現する！

<環境理念>

<環境方針>

１．環境関連法規制等の遵守

２．省エネルギー、省資源の推進

３．廃棄物の削減、分別、リサイクルの推進

４．排水量の削減並びに地下水使用量の低減を図る

５．社員に環境方針を徹底周知し関連法規等の教育と訓練に努める

<環境保全の行動方針>

１．二酸化炭素排出量の削減

２．使用原材料の削減、再使用、再利用の推進

３．節水

４．化学物質の適正管理

５．品質向上

６．環境に配慮した製造活動

７．継続的改善活動と環境意識向上を図る

８．従業員にこの環境方針及び必要事項を周知し、全員参加で取り組む

初版制定：２０１９年７月１７日

第2版改訂：２０２０年１月３０日

第3版改訂：２０２０年８月４日

株式会社　吉田鍍金工業所

代表取締役　山岸　洋一

感謝と至誠ある勤労、分度ある活動、幸せに生きる為の努力を常に心がけ、
地域社会の一員として幸せに暮らすために、めっき加工業を通して、地球環
境の保全に尽力する。
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Ⅲ．実施体制

＜関係者の権限と役割＞

社長

① 環境方針の策定

② 課題とチャンスの明確化

③ 環境管理責任者の任命

④ EA21の構築運用に必要な資源の確保

⑤ 全体の評価と見直し

環境管理責任者

① 環境経営目標及び環境経営計画の策定

② EA21の構築と運用、並びにその監査管理

③ 教育・訓練の実施

④ 環境関連文書、手順書、環境記録の承認

⑤ その他、社長が指示する事項の実施

⑥ 社長への取組状況の報告

⑦ 環境上の緊急事態への対応策の策定・改訂と試行・訓練の実施

EA21事務局

① 環境指標のデータのまとめ

② 環境負荷・環境への取組みの自己チェックの実施

③ 環境関連文書・記録・法規等の管理

④ 環境管理責任者補佐

⑤ 環境経営レポートの作成

リーダー

① EA21の構築運用の実行推進

② その他、環境管理責任者が指示する事項の具体的計画立案実施

③ 実施状況の確認と報告、改善提案実施

社員（パート・アルバイト含む）

全員参加で、環境管理改善活動の実行

対象範囲： 全組織・全活動

作成日 2019年7月3日

2022年4月22日改訂日

山岸　洋一

環境管理責任者

ＥＡ２１事務局

阿部　陽一

代表取締役社長

製造部

渥美L　大津L　新海L　杉田L吉田　　牧田L

業務部

吉田　卓馬
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Ⅳ．環境経営計画に基づき実施した取組内容およびその結果と実績・評価 ※運用期間の総稼働時間(H)：4260.75／二酸化炭素の総排出量(kg-CO2)：271,405.77

（運用期間：2022年4月～2023年3月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

渥美
杉田

〇

近年5月下旬でも暑さを感じるため、早
めの実施を心掛け5月には清掃を行い
たい。また、実施回数を年4回に増やす
予定。

吉田卓
阿部

△

集計が遅れて、社内共有（グラフ掲示）
が２～３ヶ月遅れてしまうことがあっ
た。最新のデータを共有できるように
気を付けたい。

新海
望月

△

ホースの劣化による漏れが目立つ。交
換など大掛かりになってしまうのが難
点。

杉山
高橋
下原

〇

古紙・段ボールは持ち込みから回収引
取りへ変更した。引き続きリサイクルを
推進していく。

阿部
大津

現状把握 見直し・トライアル 評価・歯止め

〇

4.9～5.6→5.6～6.0MTOで更新頻度が
のびた。近年長寿命の薬品もあり今後
検討することで更にコスト削減を目指
す。

杉田
新海

〇

バルブの劣化や砂が原因で水漏れが
発生する可能性がある？

阿部
渥美

現状把握 見直し検討・トライアル 評価・歯止め

◎

井戸水は今までは230㎥/日だったが、
100㎥/日まで抑えることが可能になっ
た。水質の悪化による不良数の検証を
行い、水使用量を削減していく。

阿部
吉田卓

〇

新しい薬品については随時SDSを入手
できている。月１回のチェック体制が不
十分な部分もあるため、しくみを整えて
いきたい。

大津
新海

〇

定常補給ルールを決め、記録をしてい
るが、消費量の変動原因を掴みきれず
にいる。記録を続けることで、原因追求
の精度が上がるのではないか？

渥美
吉田卓
阿部

◎

薬品置き場をできるだけ集約し、表示
を増やすことで、管理しやすくなったよ
うに思う。引き続き改善していきたい。

吉田卓
阿部

〇

ヘルメットの置き場や土嚢の選定な
ど、前回の反省を踏まえた訓練を実施
できたように思う。また次回に向けての
課題も出てきたので、検討していきた
い。

水
使
用
量

水もれ点検の実施
（月1回）

井戸水の使用量削減方法の検
討・実施

評価 コメント環境活動項目 責任者

スケジュール

二
酸
化
炭
素

空調フィルターの定期清掃
（夏前、冬前　２回／年）

稼働時間当たりの各エネルギー
使用量の月次集計と社内共有

コンプレッサーのエア漏れチェッ
ク(月初)

廃
棄
物

古紙・段ボール、銅線・金属くず
をリサイクル業者へ持ち込み
（不定期）

廃液量削減のため、無電解Ni
めっきラインのターン数（更新頻
度）を見直す（継続）

品質の向上・クレーム削減 　方針管理実施計画表による

　方針管理実施計画表（「品質保証」）による

薬品の保管場所の見直し・変更 　方針管理実施計画表（「製造部：職場環境改善」）による

緊急時の対策訓練（火災・地震・化学
物質漏洩）を
年1回実施する

化
学
物
質

新しい薬品使用の有無と、
そのSDSの入手状況を確認
（月1回）

塩酸の使用量削減のため、薬
品の補給・分析方法を見直し、
改善する（昨年より継続）

基準期間

2021年4月〜
2022年3月

2023年4月
〜

2024年3月

2024年4月
〜

2025年3月

2025年4月
〜

2026年3月

基準値
目標

削減率
目標値

目標
達成率

実績値 評価

㎏-CO2/Ｈ 60.780 -1% 58.957 108% 63.699 × －2% －3% －4%

kWh/Ｈ 63.387 -1% 61.485 107% 65.538 × －2% －3% －4%

L/Ｈ 0.128 -1% 0.124 159% 0.197 × －2% －3% －4%

L/Ｈ 1.187 -1% 1.151 109% 1.251 × －2% －3% －4%

L/Ｈ 1.757 -1% 1.704 113% 1.925 × －2% －3% －4%

kg/Ｈ 7.206 -1% 6.990 110% 7.677 × －2% －3% －4%

kg/Ｈ 4.784 -1% 4.640 89% 4.107 〇 －2% －3% －4%

汚泥
（スラッジ）

kg/Ｈ 1.149 -1% 1.115 99% 1.106 〇 －2% －3% －4%

廃アルカリ（ニッケ
ル剥離廃液/鉛） 1.037 -1% 1.006 34% 0.340 〇 －2% －3% －4%

強酸（クロム廃
液） 0.929 -1% 0.901 45% 0.401 〇 －2% －3% －4%

廃酸（ニッケル
廃液） 1.296 -1% 1.257 151% 1.899 × －2% －3% －4%

廃酸（酸電解液
/鉛） 0.145 -1% 0.141 0% 0.000 〇 －2% －3% －4%

kg/Ｈ 0.294 -1% 0.285 119% 0.340 × －2% －3% －4%

㎥/Ｈ 11.254 -1% 11.029 67% 7.390 〇 －35% －36% －37%

kg/Ｈ 0.457 -1% 0.448 72% 0.324 〇 －30% －31% －32%

―

－

＜備考＞
１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、事務所については中部電力（2015年度）調整後排出係数の「0.482㎏-CO 2/kWh」を使用した。

２．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、工場については鈴与商事（2015年度）調整後排出係数の「0.496㎏-CO 2/kWh」を使用した。※2022年12月～中部電力へ切り替え

３．「一般廃棄物排出量」は過去実績がないため、2020年度に現状把握を行い、2021年度から数値目標を設定している。

＜評　価＞

クレーム件数

不良率

達成状況

今年度より基準値/実績値ともに単位（稼働時間）当たりの消費量で算出をしているが、電力・燃料・ガス・一般廃棄物については目標の削減率を達成できな
かった。これは、前年度に比べて仕事量が減少した（稼働時間にして年間約300時間減少した）のに対し、エネルギーの消費量はさほど変わらなかったことによ
ると考えられる。機械設備の立ち上げなどは、稼働時間に関わらず大量の電力を消費するため、稼働時間が少ないほど消費効率が悪くなってしまう。今後でき
るだけ無駄なくエネルギーを消費できるように、稼働時間（仕事量≒売上）を増やしていきたい。
一方、水の使用量については、昨年6月の井戸ポンプの故障を契機に、必要最小限に使用量を抑える工夫・意識づけが定着し、その効果で前年比-33%という
大幅な削減を達成できた。また、化学物質（塩酸）についても、定常補給ルールを決めて無駄な使用を減らす工夫をした結果、前年比-28%の削減ができた。こ
れらは引き続き取組を続けていきたい。
産業廃棄物（汚泥・廃液）については、全体的には排出量を減らせたが、これは廃棄物回収のタイミングによるものもあると思われるため、次年度以降も種別ご
との排出量を記録し、増減を分析していきたい。

電力

ガソリン

軽油

灯油

kg/Ｈ

次年度以降の目標

方針管理実施計画表による

目標
削減率

項　目
単位

（稼働時間
当り）

運用期間

2022年4月〜2023年3月

二酸化炭素排出量

化学物質使用量（塩酸）

液化石油ガス(LPG)

廃棄物排出量

産業廃棄物

一般廃棄物

水使用量

内訳

4-1



4-2



4-3



4-4



Ⅴ．　当社の取組み

◆薬品保管場所の掲示◆

◆防災訓練の実施◆ (2023年3月29日開催)

◆エネルギー使用量の月別グラフを社内共有◆
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Ⅵ．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

１．環境関連法規等の遵守状況

評価日　2023年3月25日

評価者　環境管理責任者　阿部陽一

法律・条例 要求事項 当社の適用及び対応 遵守結果

特定施設の届出

規制基準値の遵守

特定施設の届出

規制基準値の遵守

公害防止管理者の選任（代理者の選任） ○

公害防止統括者の選任 ○

特定施設の届出

規制基準値の遵守

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施

企業・法人の管理者が確認 〇

設備廃棄時のフロン回収 〇

PRTR法 対象化学物質取扱量の届出（4/1時点従業員数21人以上の場合）ニッケル1t以上 〇

毒劇物取扱責任者の選任

届出内容の確認

貯蔵設備の管理

一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守・保管場所の表示 ○

産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

マニフェスト管理 A～E票の保管 ○

マニフェスト交付状況の市長報告 6月末までに提出 ○

特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 〇

騒音基準の遵守義務 ○

騒音特定施設の届出 コンプレッサー：1台 ○

騒音特定施設変更の届出 ○

振動基準の遵守義務 ○

振動特定施設の届出 コンプレッサー：1台 ○

振動特定施設の変更等の届出 〇

産業廃棄物管理責任者の選任 ○

委託先の実地確認と記録の保存 現地確認記録の保管 ○

静岡市廃棄物の処理及び減量に関
する条例

一般廃棄物の適正処理及び再生利用の促進等による
減量

静岡市指定事業所用ごみ袋で排出（駿河
区）

○

家電リサイクル法（特定家庭用機器
再商品化法）

特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適
切な引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のリサイクル料金の支払
○（エアコ

ン）

自動車リサイクル法（使用済自動車
の再資源化等に関する法律）

使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時）
本年度

該当なし

リサイクル法（資源の有効な利用の
促進に関する法律）

指定再資源化製品のリサイクルへの協力（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時
本年度

該当なし

消防法 消防用設備等の点検及び報告 消火設備の定期点検 〇

安全衛生推進者の選任 ○

化学物質管理体系の見直し
ばく露を最小限にする（保護具着用）、低減措置
等の意見聴取、記録作成・保存

R5.4.1～

化学物質　情報伝達の強化 別容器（小分け容器）に保管時もラベル表示 R5.4.1～

化学物質管理者・保護具着用責任者の選任 R6.4.1～

健康診断の実施 ○

局所排気点検及び記録 ○

２．違反、訴訟等の有無

　　　当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

　　当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

薬品貯蔵所、容器への表示、
盗難防止の処置

○

騒音規制法

振動規制法

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清
掃に関する法律）

労働安全衛生法

静岡県生活環境の保全等に関する
条例

公害防止組織法(水質関係)

フロン排出抑制法

コンプレッサー：1台

コンプレッサー：1台

○

○

水質汚濁防止法
排水処理施設
酸又はアルカリによる表面処理施設
電気めっき施設

毒物及び劇物取締法

静岡県産業廃棄物の適正な処理に
関する条例

○
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訓練日 参加者

2022.3.29
灯油ヒーター・乾燥機付近か

らの出火

正社員・
嘱託社

員・パート
17名

・消火器の位置と使い方確認
（工場内配置図の配布）
・周りに可燃物がないか確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
参加者にアンケートを実施
評価点平均　4.2／5.0
「消火器の使い方が分かった」「消
火器の設置場所の把握が重要だと
思った」
「消火と避難の見極めを明確化す
べき」

2023.3.29
灯油ヒーター・乾燥機付近か

らの出火

正社員・
嘱託社

員・パート
15名

・消火器の位置と使い方確認
（工場内10本有）
※工場内配置図の配布
・周りに可燃物がないか確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
リーダーにアンケートを実施
評価点平均　4.5／5.0
「実際の場面を想定できる説明で
大変参考になった」「火事を知らせ
る声が聞こえるか心配。非常用警
報を使う？」

2019.9.27
灯油ヒーター・乾燥機付近か

らの出火

全社員
（配送担
当以外）

・整理整頓の確認
・可燃物が周りにないかの確認
・消火器を目立つようにする。
　使い方の確認

工場内出火時の対応について、各
従業員への周知ができた。消火器
の位置や使い方等も確認し、各自
の防災意識を高める訓練となった。

2021.3.24
灯油ヒーター・乾燥機付近か

らの出火

正社員・
嘱託社員

13名

・消火器の位置と使い方確認
（工場内10本有）
・周りに可燃物がないか確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

消火器の位置と使い方を社員に改
めて周知できた。とくに使い方につ
いては、今回練習用の消火器を使
用したため、実際の使い方と同じ感
覚で学べたように思う。対応手順に
ついても妥当と思われた。

パターン1
灯油ヒーター・乾燥機付近より、
予期せぬ原因で出火

ヒーターの異常、
灯油漏れ等から
周囲の物やほこりに引
火

①「火事だ！」と大声で知らせる
②119番通報
③初期消火：炎が目線の高さ以
上、且つ壁に燃え広がっていな
い場合は初期消火を試みる。
※練習用消火器を使用。（ピンを
抜く→ホースを対象へ向け、レ
バーを握る）
④駐車場への避難と人数確認
（省略）

〈試行および訓練の記録〉

想定される緊急時の状況 対処・訓練事項 評　価

Ⅶ. 環境上の緊急対策① 

作成日：2023年　4月　20日

〈緊急時対策〉

想定される環境上の緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止め、
内外への連絡を円滑に行い可能な範囲で事前に準備し、可能な範囲で定期的にその訓練を実施する。

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応手順
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訓練日 参加者

2022.3.29 作業中の大地震

正社員・
嘱託社

員・パート
17名

・各自ヘルメットの位置確認
・身を隠す（逃げる）場所、避難
ルートの確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
参加者にアンケートを実施
評価点平均　3.9／5.0
「まず外に避難するという手順がよ
かった」「設備停止マニュアルが必
要」「ヘルメット置き場の検討が必
要」

2023.3.29 作業中の大地震

正社員・
嘱託社

員・パート
15名

・ヘルメットの位置確認
・逃げる場所、避難ルートの確
認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
参加者にアンケートを実施
評価点平均　3.5／5.0
「ヘルメット置き場は検討の余地あ
り」「緊張感がない」「PDCAが回せ
ている」

2019.11.1 作業中の大地震
全社員
（配送担
当以外）

・緊急時の分担を決める
・避難場所・ルートの確認
・対応手順（①～③）の確認

地震発生時の対処・避難の手順に
ついて、想定訓練を行うとともに各
従業員への周知ができた。

2021.3.24 作業中の大地震
正社員・
嘱託社員

13名

・各自ヘルメットの位置確認
・身を隠す（逃げる）場所、避難
ルートの確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

地震発生時の対応について改めて
周知ができた。避難時の各自の動
きがいまいち遅い気がしたため、今
後社員の意識をより高めていける
ようにしたい。対応手順①は、身の
安全の確保場所を普段から考えて
おくことが重要と感じた。

パターン2 作業中の大地震 自然災害

※1回目の笛：地震発生
（先に制御盤のサイクル停止を押せ
れば押す）
①身の安全の確保（ヘルメットをかぶ
り外へ避難）
※頭を保護しながら工場外へ出る事
を優先
※2回目の笛：揺れが収まる
②井戸、ライン設備、排水設備の停
止
③その後人数確認（もしくはLINEにて
安否確認）

〈試行および訓練の記録〉

想定される緊急時の状況 対処・訓練事項 評　価

環境上の緊急対策②

作成日：2023年　4月　20日

〈緊急時対策〉

想定される環境上の緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止め、
内外への連絡を円滑に行い可能な範囲で事前に準備し、可能な範囲で定期的にその訓練を実施する。

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応手順
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訓練日 参加者

2022.3.29
大地震による処理液漏洩時

の対策訓練

正社員・
嘱託社

員・パート
17名

・工場内の井戸水の元栓位置
の確認
・放流ポンプの位置の確認
・土嚢袋の使用方法、使用場所
の確認
・対応手順の説明
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
参加者にアンケートを実施
評価点平均　3.3／5.0
「簡易土嚢袋がいまいち使えなかっ
た」「工場内の排水の流れが分かっ
てよかった」

2023.3.29
大地震による処理液漏洩時

の対策訓練

正社員・
嘱託社

員・パート
15名

・工場内の井戸水の元栓位置
の確認
・放流ポンプ、設備停止ボタン
の位置の確認
・土嚢袋の使用方法･使用場所
の確認
・手順に従って想定訓練

手順の有効性評価：
参加者にアンケートを実施
評価点平均　4.0／5.0
「土嚢袋が重くてもてない人がいる
のではないか」「漏洩の判断を誰が
するのかを明確にすべき」

想定される緊急時の状況 対処・訓練事項 評　価

2021.3.24
大地震による処理液漏洩時

の対策訓練

正社員・
嘱託社員

13名

・リスクアセスメント表をもとに、
各現場(NiCr,無光沢Ni,無電解
Ni）をまわって実際に起こりうる
リスクを認識
・漏洩防止策、発生時の対処方
法について各担当者から説明

今回初めての試みであったが、各
ラインの漏洩リスクについて他部門
の人たちにも意識付けができたよう
に思う。漏洩対策（対応手順）につ
いては今後さらに見直し・検討を重
ねていきたい。

パターン3 汚染水の流出、化学物質の漏洩
自然災害、
人為的ミス等

①薬品の漏洩が確認された
ら、直ちに設備を停止させ、周
囲の人に「薬品漏洩有」の旨
を伝え、上司に報告
②外部へ漏洩しないよう、井
戸水元栓、放流ポンプを止め
る
③土嚢を最終排水枡に投入。
（訓練では土嚢の使い方を確
認）
④漏洩箇所を特定し、適切な
処置を行い漏洩薬品を回収
する

※各めっきラインにてリスクアセスメント表を作成

〈試行および訓練の記録〉

環境上の緊急対策③

作成日：2023年　4月　20日

〈緊急時対策〉

想定される環境上の緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止め、
内外への連絡を円滑に行い可能な範囲で事前に準備し、可能な範囲で定期的にその訓練を実施する。

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応手順
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Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年3月31日

株式会社　吉田鍍金工業所

代表取締役社長　　山岸　洋一

コロナもようやく一段落しましたが、相変わらず予測できない世界的動静も激しく厳しい時

代になりました。中でも、今年はウクライナ紛争に端を発する世界的なエネルギー、資源高

騰により、我々製造業も大きな影響を受けています。また、世界的なインフレ基調が続いて

おり、国内においても、いよいよ賃金上昇も含めた、新たな価値観での経営が求められてい

ます。

そのような中、弊社では環境指標での多少の達成未達成はあるものの、目標を掲げて改

善活動を推進するという、基本的なマネジメントシステムは、定着してきたと認識しています。

今期は、今まで積み上げてきた環境改善、そして品質や生産性改善は、まさに待ったなし

の経営課題であり、単なる改善指標というより、原価改善そのものであるという認識のもと、

今期は今一歩、上のステージを目指して活動を進めていく所存です。

まず、活動の主軸である年度目標管理活動（PDCA)が定着した現在、より現実的な成果を

上げる為に、役職者のリーダーシップを中心に、計画段階から主体的に目標や計画の作成

をするようにします。品質や資源、資材のロス低減を含めた、複合的なアプローチで、生産性
■ 今期の活動のポイント（見直し・指示）

① 年度目標管理活動の計画実施に関しては、具体的達成ゴールイメージをリーダーが計

画段階から明確に掲げ、個人活動ではなく、チーム活動にしよう。特に、環境改善、生産性

改善とに関しては、直接間接部門が一体となって活動に臨むこと。

② 生産上のロス、また価値作業の見直しを図り、本当に生産性が高く、環境負荷やリスク

の低いものづくりを目指す視点を構築する。特に、これまで同様、品質クレームや不良ロス、

稼働ロスも広義の環境問題と捉え、積極的に改善を進める。

③ 新人の教育や多能工化（スキル向上）活動、職場ローテーションなど、人財育成の取り

組みを重視し、人的資本からの環境アプローチも強化していく。

④ 工場の職場環境改善をハード面からも推し進め、作業生産性向上の目に見える成果を

創出する。そして、環境事故などのリスクにも備え、より安全安心な職場にする。

⑤ 当エコアクションの活動をベースに、カーボンニュートラルなどの課題に対する顧客から

の要求に応じて、社会的使命を果たすための積極的な関わりを増やして行く。

⑥ 活動成果をより効果的に把握するため、原単位あたりの排出量把握、人時間あたりの生
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三光製作株式会社 〒433-8122 静岡県浜松市上島2丁目5-20 TEL.053-
471-6386(代) FAX.053-474-0590

① 数値化 客観性のある数字で物事を捉える

② 情報共有 情報発信、見える化、コミュニケーション

2023年 吉田鍍金工業所 活動テーマ

■重点活動

価値（強み）の再発見と強化
人に優しく仕事に厳しく

③ 価値向上（生産性）多能工化、チームビルディング、営業活動

■組織の構築・チームビルディング

■グループ経営基盤構築

製造機能
多能工化・生産性ロス・コア技術

営業機能
客先とのコミュニケーション強化

提案型へのシフト

経営システム
目標計画管理、エコアクション21活用

品質保証

理念ビジョンの理解浸透
三光HD/三光製作/吉田鍍金工業所/ESV

“経営の栞” 経営管理システム統合
会計財務/採用/人財育成/経営管理
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    は 

生産性向上のためには、 と が大切である。

そのための基本は、 である。

生産性向上を通じて、 できる。

いかに少ないインプットで、いかに大きなアウトプットをあげたか？

多能工化 ロス低減

整理・整頓・清掃
（3S）

成長

チーム
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 数値化 客観性のある数字で物事を捉える

 情報共有 情報発信、見える化、コミュニケーション

    年 吉田鍍金工業所 活動テーマ

 重点活動

価値（強み）の再発見と強化

人に優しく仕事に厳しく

 価値向上（生産性）多能工化、チームビルディング、営業活動

 重点  目標
ア）  価値
     
    年     

 ）品質  
ク ーム   

    年    

多能工化

  ーと る活動

          品質保証  

人財育成 成 

ロス  

生産計画 生産管理
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 ーム   を   一  は 

9-4



（様式-QE53001-01） 記①

【行動  ーガン】「はい、私がやりま ！」

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

吉田

廃棄物の削減          

 サイクルの推進

水使用量の削減

化学物質の使用量の削減 別表による

緊急異常時の対策強化

21 電気代の削減 ① イン稼働方法の改善 阿部

（デマンド値５％削減）

②電気使用集中時間帯の分散

社数拡大に向けたマーケット情報 ①エミ  更新2件/月 牧田 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 ２件 新規→ ピート顧客３社獲得

収集 PR　　　　　　

①吉田鍍金が認知されるためのエミ  項目作成、ヒア ング先洗い出し 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件 1件

活用

②市場トレンド・競合情報収集 ②吉田鍍金に解決できないこ も含めた困り事の 牧田

ヒア ング10件、展示会でのニーズ情報収集 展示会準備 機械要素技術展 前回の展示会を踏まえ準備 しんきん展示会 振り返り、聞けたニーズ情報の整理

③グループサイト吉田鍍金ページの ③吉田鍍金ページの準備 牧田 メッキ写真の準備

オープン みんなの写真・インタビュー

業務部   向上 業務の優先順位、期限を卓馬さん以外が判断できる状態

を目指した キルマップの改訂・習得（平均90％～） 吉田 卓馬さんへの確認事項洗い出し 新 キルマップ活用、習得 全員が時間内に業務を終えられる

牧田  キルマップ項目、優先順位の見直し

全社の   向上のための 牧田 業務部製造部各自のデータ整理 業務部製造部のデータ統一、kintoneへ移行 移行期間 完全切替、明電舎様・KPI様PRC運用、随時改善 全客先の納期管理・PRC運用開始

情報共有 ①PRC発行・納期管理方法を共通化 吉田

①客先・ イン問わず管理ルールを統一②製造部・業務部が各自で作成・管理している製品

②ク ウドサービ 活用によりPRC データを統一 納期遅延０、未出荷・積み忘れ

納期管理表の連動 を高める ②kintone・タブレットを利用し製造部 業務部が 牧田 各指標のカウント、社内・配送先ご の課題抽出   ～出荷の流れ見直し、対策 改訂 ケジュールでの運用、指標のモニタ ング、課題抽出 による  ０

③配送L/T短縮、出荷準備工数削減  アルタイムで情報共有できる環境を作る

略 年月日 記入者 承認 注記

△

△

△
三光HD(株)　品質/環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

２０２３ 年度　　方針管理・実施計画表 （株）吉田鍍金工業所

73期

期

　

間

自　2023年　　4月　　1日

至　2024年　　3月 　31日

ｽｹｼﾞｭｰﾙ欄

計画線 －実線［黒線］

実施線　－実線［赤線］

上下2段に平行で記入 る

作

　

成

2023年 ４月 　26日（水）
承認 作成 実績報告　提出日 ページ

１／４

エ

コ

ア

ク

シ

ョ

ン

部門 営業・業務部

年度活動方針

重点項目／

環境目的等

重点

テーマ
主担当 活動要旨 具体的手段（ﾌﾟﾛｾｽ）等 担当

 ケジュール（期限） 達成目標

記録類　等

二酸化炭素の削減

別表【環境経営計画に基づく２０２３年度取組 ケジュール】に沿って活動
阿部

理由
実績

ﾁｪｯｸ

ﾌｫﾛｰ

（ｻｲﾝ）

計

画

変

更

営

業

【

取

引

社

数

拡

大

】

業

務

部

【

 

 

 

向

上

】

牧田

牧田

運用 イン稼働停止時のルール決定 来期計画作成
年間デマンド値

94KW→89KW

電気の利用時間が集中 る為 イン稼働方法変更 電気の利用時間が集中 る為 イン稼働方法変更各設備の電気の利用量の分析
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（様式-QE53001-01） 記①

【行動  ーガン】「はい、私がやりま ！」

 ケジュール（期限）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ni-Crク ム液の定常補給方法決定 薬品選定・消費量の算出・分析頻度決定 大津 選定・算出 仮決定 標準書作成 改善 管理方法決定

管理記録方法決定（既存C/S追加、変更等） 杉田 C/S改訂 記入方法の教育 実施

Snめっき液の定常補給方法決定 CB数による消費量把握（硫酸・ ン酸三ナト ウム） 大津 台帳作成・分析頻度決定 ※建浴予定 記録開始 定常補給仮決定 実施・改善 定常補給決定

めっき阻害要 （四価錫）濃度の記録

分析の キルの承認制度作成  キルマップに追加（パクナ32・XS-N2・WNiめっき液） 大津  キルの洗い出しマップに追加 標準書作成

認定項目・評価シート作成 阿部

良品条件管理表の遵守 記録先のないものをC/Sに追加（液管理・工程管理・点検） 大津 液管理項目 工程管理項目 点検項目

掲示方法の決定

C/Sを使用して実工程の改善 新海 実施・改善

杉田

維持管理手順の キル項目を キルマップに追加 阿部  キルマップ追加

良品条件管理表の改善 C/Sを使用して管理項目の見直し 大津 実施・改善

標準書の作成 課題一覧 工程内不良から標準書作成 新海 3件 3件 3件 3件 3件 3件 3件 3件 3件 3件 月3件・年30件

IAI様標準書作成（過去重大クレームより抽出）

使用ルール・置き場の決定 WNi イン Ni-P イン Ni イン

検査手順・検査基準の標準書作成 検査が原 による不良流出案件の標準書作成 大津 昨年クレームより抽出済み8件作成

お客様別の検査課題の標準書作成 大津 IAI様作成 明電舎様作成 宮川工業様作成

（IAI様・明電舎様・宮川工業様）

過去の重大クレームの再発防止 過去重大クレーム周知・共有 大津

植松工業様の剥がれ 掲示物作成 掲示

丸山工業様の剥がれ 掲示物作成 掲示

略 年月日 記入者 承認 注記

△

△

△
三光HD(株)　品質/環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

２０２3 年度　　方針管理・実施計画表 （株）吉田鍍金工業所

72期

期

　

間

自　2023年　　4月　　1日

至　2024年　　3月 　31日

ｽｹｼﾞｭｰﾙ欄

計画線 －実線［黒線］

実施線　－実線［赤線］

上下2段に平行で記入 る

作

　

成

2023年 ４月 　26日（水）
承認 作成 実績報告　提出日 ページ

２／４
部門 品質保証

年度活動方針

重点項目／

環境目的等

重点

テーマ
活動要旨 具体的手段（ﾌﾟﾛｾｽ）等 担当

達成目標

記録類　等

品

質

保

証

計

画

変

更

理由
実績

ﾁｪｯｸ

ﾌｫﾛｰ

（ｻｲﾝ）

・不良流出件数の削減

昨年比-30％

年間クレーム件数（昨年26件）

18件以下

・工程内不良の削減

昨年比-10％

Ni-Cr不良率 0.06％以下

Sn不良率 0.20％以下

WNi不良率 0.05％以下

Ni-P不良率 0.77％以下

全体の不良率 0.17％以下

b

.

浴

管

理

d

.

工

程

管

理

e

.

検

査

管

理
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（様式-QE53001-01） 記①

【行動  ーガン】「はい、私がやりま ！」

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

進捗報告 ・CB/MHの向上

アルミ上の無電解Ni-P インの新設 工場MAPを使ったレイアウトの共有 レイアウト決定 稼働 Ni-Cr : 3.10

  準備 ックシート作成 Sn      :1.70

実験設備の設置 WNi   : 1.70

新規めっき・前処理テ ト 実験設備の設置→稼働 実験設備の場所選定 設置・稼働 評価 レイアウト見直し Ni-P  : 1.10

工程内不良の分析

工場レイアウト（区画線の見直し） L間での課題共有

置場への移動  削減 置場のサイズ・距離を見直し再選定 移動距離の現状を計測

移動距離の測定

掛け貯めの削減 無電解・WNi Aグループメンバー間で場所の選定 距離変化点の計測 変化点の

検査・ ッキング場所を選定→決定 決定・移動 評価・見直し 評価・見直し 移動距離20％短縮

検査前製品の混入防止 Ni/Cr イン検査前製品置場の選定→決定 Bグループメンバー間で場所の選定 距離変化点の計測

Ni/Cr イン掛け貯め台車置場の選定→決定 決定・移動 評価・見直し 評価・見直し

ジグを探   削減 ジグのABCD再分類 分類のルール決め

使用頻度の高い順に配置を見直し ・使用頻度の確認 配置場所決定 ABCD分類作業

入荷・出荷時における課題改善
各めっき未完成品置場の選定→決定 未完成置場の選定→決定 置場の評価・見直し 置場の評価・見直し

積み忘れ防止 完成品置場の区分の検討 積み忘れ件数の記録 積み忘れ件数の記録 ・納期遅延０

入・出荷時の通路　見直し 入・出荷時の問題点  ト出し ・積み忘れ０

課題改善

出荷確認の工数削減 完成連絡用の端末設置場所の決定 完成連絡用

入力 るタイミングのルール決め タブレット端末運用開始 タブレット端末運用後評価

必要機材の検討・購入やレイアウト変更実施 理想の分析時間設定 レイアウト見直し タイム測定 必要な機材の検討・購入 タイム測定 ・分析時間：20％短縮

分析時間の短縮
配管・電磁弁を分かり易く表示 Ni/Cr イン表示改善 無電解 イン表示改善

設備の役割を分かり易く表示 表示箇所の選定 Wni イン ・設備表示率９０％

緊急時の対応

略 年月日 記入者 承認 注記

△

△

△
三光HD(株)　品質/環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

計

画

変

更

理由
実績

ﾁｪｯｸ

ﾌｫﾛｰ

（ｻｲﾝ）

渥美

牧田

分析室のレイアウト見直し
大津

設備のト ブル対策
渥美

達成目標

記録類　等

(

職

場

環

境

改

善

)

 

 

 

価

値

向

上

  準備シート作成

阿部

渥美

渥美

新海

杉田

新海

部門 製造部

年度活動方針

重点項目／

環境目的等

重点

テーマ
活動要旨 具体的手段（ﾌﾟﾛｾｽ）等 担当

 ケジュール（期限）

２０２３年度　　　方針管理・実施計画表 （株）吉田鍍金工業所

7２期

期

　

間

自　2023年　　4月　　1日

至　2024年　　3月 　31日

ｽｹｼﾞｭｰﾙ欄

計画線 －実線［黒線］

実施線　－実線［赤線］

上下2段に平行で記入 る

作

　

成

2023年 ４月 　26日（水）
承認 作成 実績報告　提出日 ページ

渥美 ３／4
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（様式-QE53001-01） 記①

【行動  ーガン】「はい、私がやりま ！」

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

作業時間、工数の短縮 非同期作業の削減（ニッケルク ム イン） ・CB/MHの向上

(２次検査・2次梱包の削減） Ni-Cr : 3.10

Sn     : 1.70

WNi   : 1.70

1日マック 稼働 実行 見直し Ni-P  : 1.10

各 インの  計画の見える化  イン内での朝礼 昨年度実績値より１０％アップ

CB/MHのコント ール 仕事量の共有

当日の人員配置

 キルマップを利用した  キルマップの改定（具体化）

多能工化活動・人財育成 （A,B,C項目内容を精査しを キルマップに追加）

各 インの固有 キル（アルミ含む）

人財育成・教育

A　めっき外観の判定 製品の限度見本の作成

日常点検シート･良品条件表･ キルMを利用し教育 Ni-Cr イン杉田

B　設備の異常に気づける 濾過機の作動・液漏れがないか ウッド イン天野

整流器作動  ズ イン天野　　無電解 イン望月

C　設備の異常を対処できる 構造を理解 る

無電解 インのめっき不良削減 前処理による白もや 薬品の選定・ト イ

前処理標準書作成

新海 外観判定基準書作成

治具管理方法の決定 不良基準・選別方法決定 大津 仮決定 確認・改善 管理方法決定

台帳の作成 大津 作成 確認・改善 管理方法決定

治具の集計・台帳記入確認・分類の管理 望月 実施

接点部のあるべき姿の共有

WNiめっき液 めっき液の廃棄量・塩酸補給量の算出 大津 選定・算出 管理方法の仮決定 確認・改善 管理方法決

定塩化Ni濃度の管理方法の決定 めっき液濃度再設定

日常、月別、年間C/S作成・薬品管理台帳作成 大津 作成 確認・改善

分析・C/S、台帳確認 天野 実施

略 年月日 記入者 承認 注記

△

△

△
三光HD(株)　品質/環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

２０２３ 年度　　方針管理・実施計画表 （株）吉田鍍金工業所

72期

期

　

間

自　2023年　　4月　　1日

至　2024年　　3月 　31日

ｽｹｼﾞｭｰﾙ欄

計画線 －実線［黒線］

実施線　－実線［赤線］

上下2段に平行で記入 る

作

　

成

2023年 ４月 　26日（水）
承認 作成 実績報告　提出日 ページ

新海 ４／４
部門 製造部

年度活動方針

重点項目／

環境目的等

重点

テーマ
活動要旨 具体的手段（ﾌﾟﾛｾｽ）等 担当

 ケジュール（期限） 達成目標

記録類　等

 

 

 

価

値

向

上

杉田

新海

阿部

新海

（

工

程

内

不

良

削

減

）

 

 

 

価

値

向

上

計

画

変

更

理由
実績

ﾁｪｯｸ

ﾌｫﾛｰ

（ｻｲﾝ）

原めっき様の検査梱包作業の短縮

 キルマップの内容改定

準備活動（ ）

Ni-Crめっきの限度見本作成・教育

ウッドNi,Snめっきの限度見本作成・教育

無電解Ni-P（黒）めっきの限度見本作成

 キルマップの内容見直し  キルマップの内容見直し

・工程内不良の削減

昨年比-10％

Ni-Cr不良率 0.06％以下

Sn不良率 0.20％以下

WNi不良率 0.05％以下

Ni-P不良率 0.77％以下

全体の不良率 0.17％以下

半光沢見本 光沢見本 ク ム見本ウッド高電部 ウッド低電部 白モヤ ターン毎サンプル茶シミ

１日マック 稼働計画作成

全体での  計画 る為の必要 キル洗出し

全体での  計画立て

ワンポイント標準作成

同期できない理由の洗い出し

改善実施
同期できない理由の洗い出し

改善実施

KPI様の検査梱包作業の短縮
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Ⅺ．次年度の環境経営目標

①次年度および中長期の環境目標
基準期間

2021年4月〜
2022年3月

基準値

㎏-CO2/Ｈ 60.780 －2% －3% －4%

kWh/Ｈ 63.387 －2% －3% －4%

L/Ｈ 0.128 －2% －3% －4%

L/Ｈ 1.187 －2% －3% －4%

L/Ｈ 1.757 －2% －3% －4%

kg/Ｈ 7.206 －2% －3% －4%

kg/Ｈ 4.784 －2% －3% －4%

汚泥
（スラッジ）

kg/Ｈ 1.149 －2% －3% －4%

廃アルカリ（ニッケ
ル剥離廃液/鉛） 1.037 －2% －3% －4%

強酸（クロム廃
液） 0.929 －2% －3% －4%

廃酸（ニッケル廃
液） 1.296 －2% －3% －4%

廃酸（酸電解液/
鉛） 0.145 －2% －3% －4%

kg/Ｈ 0.294 －2% －3% －4%

㎥/Ｈ 11.254 －35% －36% －37%

kg/Ｈ 0.457 －30% －31% －32%

― ―

― ―

＜備考＞

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、事務所については中部電力（2015年度）調整後排出係数の「0.482㎏-CO2/kWh」を使用した。

２．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、工場については鈴与商事（2015年度）調整後排出係数の「0.496㎏-CO2/kWh」を使用した。※2022年12月～中部電力へ切り替え

３．「一般廃棄物排出量」は過去実績がなかったため、2020年度に現状把握を行い、2021年度から数値目標を設定している。

②次年度の環境経営目標（変更点）

クレーム件数

不良率

項　目
単位

（稼働時間
当り）

次年度以降の目標

2023年4月
〜

2024年3月

2024年4月
〜

2025年3月

2025年4月
〜

2026年3月

水使用量および化学物質使用量（塩酸）は、今年度大幅な削減を達成できたため、次年度はさらなる削減を見据えた目標値を設定する。

kg/Ｈ

二酸化炭素排出量

内訳

電力

ガソリン

軽油

灯油

液化石油ガス(LPG)

別紙「方針管理実施計画表」の通り

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量（塩酸）

産業廃棄物

一般廃棄物
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Ⅻ．環境経営計画に基づく2023年度取組スケジュール

（運用期間：2022年4月～2023年3月）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定

実績

予定
現状把握 見直し・トライアル 評価・歯止め

実績

予定

実績

予定

実績

予定
薬品保管時の措置強化（小分け容器へのラベル表示） ばく露低減措置（保護具着用等）の状況の意見聴取、記録作成・保存      化学物質管理者、保護具着用責任者の選任

実績

予定

実績

予定

実績

稼働時間当たりの各エネルギー使用量の月
次集計と社内共有

水
使
用
量

スケジュール

空調フィルターの定期清掃
（夏前、冬前　４回／年）

電気代の削減：
①ライン稼働方法の改善
（デマンド値５％削減）
②電気使用集中時間帯の分散

古紙・段ボール、銅線・金属くずをリサイクル
業者へ持ち込み・回収（不定期）

水もれ点検の実施
（月1回）

責任者

新海
渥美

阿部

吉田卓
阿部

二
酸
化
炭
素

環境活動項目

廃
棄
物

　方針管理実施計画表（「エコアクション21」）による

渥美
杉田

品質の向上・クレーム削減 　方針管理実施計画表による

　方針管理実施計画表（「生産性価値向上（工程内不良削減）　」）による

吉田卓
阿部

緊急時の対策訓練（火災・地震・化学物質漏洩）を
年1回実施する

ＷＮiめっき液の廃棄量・塩酸補給量の算出、
めっき液濃度再設定
（不良削減および薬品使用の効率化）

化
学
物
質

杉田
新海

廃液量削減のため、無電解Niめっきラインの
ターン数（更新頻度）を見直す（継続）

阿部
大津

大津

新しい薬品使用の有無と、
そのSDSの入手状況を確認
（月1回）

労働安全衛生法の新たな化学物質規制
への対応

吉田卓

阿部
吉田卓
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環境活動　管理月次チェックシート（年間）
部門：　Ni-Cr 工程： 　　環境活動 管理責任者：

※実績欄に実施の日付と実施者を記入、期日が過ぎた場合でも必ず実施して、実施日を記入してください。

2023 年 2024 年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

予定 6/15 8/17 10/16 12/15

実績

予定 4/3 5/8 6/1 7/3 8/1 9/1 10/2 11/1 12/1 1/8 2/1 3/1

実績

予定

実績

予定 4/10 5/10 6/9 7/10 8/9 9/11 10/10 11/10 12/8 1/10 2/9 3/11

実績

予定 4/20 5/19 6/20 7/20 8/21 9/20 10/20 11/19 12/20 1/19 2/20 3/20

実績

予定 3/20

実績

予定 4/28 7/14 10/16 1/15

実績

予定 4/28 7/14 10/16 1/15

実績

予定 4/28 7/14 10/16 1/15

実績

予定

実績

予定

実績

品証部

工場長

備考

項目

二酸化
炭素

空調フィルターの定期清掃
（夏前、冬前　4回／年）

コンプレッサーのエア漏れチェック
(月初)

廃棄物
古紙・段ボール、銅線・金属くずをリ

サイクル業者にて回収依頼
（不定期）

水使用量
水もれ点検の実施

（月1回）

化学物質
新しい薬品使用の有無と、
そのSDSの入手状況を確認

（月1回）

緊急時の対策訓練（火災・地震・化学物質漏洩）
を年1回実施する

月末承認

(

3
か
月
に
1
回

)

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
　
簡
易
点
検

室内機の異常振動・異常運転音の
有無を確認

室内機内の熱交換器の霜付きや油
にじみの有無確認　(安全で容易に

点検できる場合のみ)

室外機の異常振動・異音の有無、及
び汚れ・キズ等の有無確認　(安全で

容易に点検できる場合のみ)

その他 気づき事項
（特に無ければ「―」）

※点検箇所：Ni/Cr/Sn…5箇所(工場南側入り口・外し・  ﾄﾞ ｲ ｰ・検査台・工場裏実験室)、無光沢Ni…1箇所、無電解Ni…1箇所、事務所…1箇所（食堂)



　　　ニッケルクロムめっき ライン作業日報 年 月 日

ｈ

ｈ

EA ※EA21欄、前二項は出来たら〇

21 　出来なければ×を記入の事

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

※作業内容 ｈ h

①始業・終業点検　②予備洗浄　③ イン　④仕掛け　⑤特殊素材前処理　⑥前処理 イン　⑦２次検査・梱包　⑧分析補給　⑨出荷準備　⑩自主保全　⑪ジグ剥離　⑫その他

定時時間外

ver.DWRNC210622-2.1
承認 担当

2023
工場長 作業責任者

合計 備考

CB
停止理由

設

備

稼

働

時

間

 イン 6:00 7:00 8:00

Ni-Cr
予定

実動

　　　：　　～　　：

設備停止時間

（5分以上の停止）

停止時間

　　　：　　～　　：

9:00 10:00 11:00 18:00 19:0012:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

処置内容 合計キャリア数

作業者 6:00 7:00 8:00 9:00

不要な照明や
エアコンのオフ

ライン停止時に
水洗の元栓閉

当日のクレーム
発生件数

件
該当クレームの
文書番号

備考10:00 11:00 12:00 18:00 19:00 合計

Y.K.

13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

S.H.

ライン合計

作

　

業

　

記

　

録

K.S.

T.O.

H.H.

S.M.

A.A.

N.S.

M.S.

Y.F.



※2022年4月1日～2023年3月31日の間、苦情はありませんでした。 作成・管理担当：吉田卓馬

住所

連絡先

環境コミュニケーション受付表

NO. 情報入手日 情報種類 通報者 通報方法 内容
回答の
必要性

対応内容
（再発防止策）

必要・不要

2 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

1 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

4 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

3 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

6 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

5 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

8 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）

必要・不要

7 ／
対策

・
苦情

電話
・

メール
・

（　　　　）



№　　　　　　　　　

作成者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発生日

　　※2022年4月1日～2023年3月31日の間、是正処置はありませんでした。

確認日

確認者

　　　　　年　　月　　日

株式会社　吉田鍍金工業所

是正処置確認報告書

　　　　　　年　　　月　　　日

　＜問題点＞　（何が？～どうなっている！～）　Ｃ/

　＜原因＞　（なぜ？～）　Ａ/

　＜是正計画＞　（何を？～誰が？～何時までに？～どうする～）　Ｐ/Ｄ/

　＜結果確認＞　（どの様に改善された～問題点は解決したか？～　Ｃ/Ａ/Ｐ/　（予防処置は？）


